
  

【作
者
】戴
復
古
（一
一
六
七
～
一
二
四
八
年
頃 

１
２
５
０
？)
・
字
は
式
之
（
し
き
し
）。
号
は
石
屏
（
せ
き
へ
い
）。
台
州
黄
岩
（浙
江
省
黄
岩
）
の
人
。
か
つ

て
林
景
思
・
陸
游
の
門
下
に
学
び
、
広
く
閩
・
越
・
江
・
淮
に
遊
び
、
平
民
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。
東
皐
子
と
号
し
た
父
戴
敏
の
影
響
で
詩
人
を

志
し
、
徐
似
道
や
陸
游
に
つ
い
て
詩
を
学
ん
だ
。
父
と
同
じ
く
一
生
仕
官
せ
ず
、
各
地
を
め
ぐ
っ
て
貴
顕
者
に
詩
を
売
っ
て
暮
す
か
た
わ
ら
、
多
く

の
名
士
、
文
人
と
交
遊
し
た
。
晩
年
よ
う
や
く
故
郷
に
帰
り
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
没
し
た
。
彼
は
江
湖
派
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
で
あ
り
、
杜
甫

と
賈
島
を
好
み
、
詩
の
中
で
し
ば
し
ば
時
政
を
諷
刺
批
判
し
た
。
一
生
の
間
江
湖
を
漂
泊
し
た
。
若
い
頃
、
陸
游
に
詩
を
学
び
、
後
に
晩
唐
詩
の

影
響
を
受
け
た
。
風
格
は
自
然
で
清
健
で
あ
る
。
『石
屏
詩
集
』が
あ
る
。 

【
通
釈
】
広
々
と
し
た
川
の
ほ
と
り
、
夕
日
が
あ
か
あ
か
と
川
砂
の
上
を
照
ら
し
て
い
る
。
潮
が
引
い
た
あ
と
に
は
岸
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
船
が
砂
上
に
傾

い
て
い
る
。
二
羽
の
白
い
鳥
が
水
ぎ
わ
に
立
っ
て
い
た
が
、
人
影
を
見
る
と
驚
い
て
飛
び
立
ち
、
ア
シ
の
穂
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。 


